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平
成
30
年
12
月
定
例
議
会
を
11
月
29
日
か
ら
12
月
14
日
ま
で
の

16
日
間
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
11
月
29
日
と
30
日
に
は
11
人
に
よ
る
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。（
１・
２
面
に
質
問
記
事
を
掲
載
）

　
そ
の
後
、
市
長
か
ら
提
出
を
受
け
た
平
成
30
年
度
の
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
な
ど
22
件
の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。
本

年
４
月
の
逸
見
小
学
校
内
へ
の
公
設
学
童
ク
ラ
ブ
開
設
に
関
す
る

条
例
（
議
案
第
1
2
9
号
）
や
民
間
資
金
を
活
用
し
て
の
本
公
郷

改
良
ア
パ
ー
ト
建
替
契
約
締
結
（
議
案
第
1
4
4
号
）
な
ど
で
、

全
て
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
定
数
の
削
減
に
関
す
る
議
員

提
出
議
案
は
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。（
１
面
に
関
連
記
事

を
掲
載
）

　
請
願
１
件
に
つ
い
て
は
一
部
採
択
し
、
陳
情
６
件
に
対
し
議
会

の
意
思
を
示
し
ま
し
た
。（
４
面
に
審
議
結
果
を
掲
載
）

　
請
願
「
病
院
移
転
の
再
考
を
」

　
平
成
30
年
８
月
に
市
が
発
表
し
た
う
わ
ま
ち
病
院
の
移
転
方
針

に
関
し
、「
う
わ
ま
ち
病
院
移
転
に
つ
き
再
考
を
求
め
る
請
願
」

の
提
出
を
受
け
ま
し
た
。
請
願
項
目
は
次
の
３
点
で
し
た
。

１
．�

う
わ
ま
ち
病
院
移
転
計
画
を
再
考
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．�

う
わ
ま
ち
病
院
の
改
築
・
移
転
に
つ
い
て
地
域
住
民
に

し
っ
か
り
説
明
を
し
て
よ
り
多
く
の
住
民
の
理
解
を
得

る
よ
う
努
力
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．�

上
町
地
区
の
包
括
的
な
地
域
振
興
対
策
を
検
討
・
策
定

し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
う
ち
項
目
２
と
３
を
賛
成
多
数
で
一
部
採
択
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
全
項
目
採
択
を
、
無
所
属
み
ら
い
は
全
項
目
不
採

択
を
主
張
し
、
２
会
派
が

反
対
し
ま
し
た
。
１
項
目

を
不
採
択
と
し
た
こ
と
に

よ
り
、
い
わ
ば
「
移
転
を

再
考
す
る
必
要
は
な
い
」

と
の
態
度
を
議
会
が
示
し

た
格
好
と
な
り
ま
し
た
。

（
な
お
、
市
は
議
会
閉
会

後
の
12
月
21
日
に
移
転
先

を
神
明
公
園
と
す
る
方
針

を
発
表
し
ま
し
た
）

問
７
月
に
読
売
広
告
社
の

Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
が
調
査
し
た

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
調
査
が

発
表
さ
れ
た
。
人
口
10
万
人

以
上
の
1
5
1
自
治
体
を
対

象
と
し
、「
愛
着
」「
誇
り
」

「
共
感
」「
継
続
移
住
意
向
」

「
他
者
推
奨
意
向
」
の
５
つ

の
指
標
に
よ
る
評
価
を
行
っ

て
い
る
。
本
市
は
41
位
以
下

と
低
い
が
、
市
長
は
こ
の
結

果
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答
こ
の
よ
う
な
結
果
は
非

常
に
残
念
。
市
民
が
横
須
賀

に
誇
り
を
持
て
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

西

郷

宗

範  

議
員　
　
自
由
民
主
党

12
月
定
例
議
会　
一
般
質
問

う
わ
ま
ち
病
院
の
移
転
が
決
定
へ

【
↖
２
面
へ
続
く
】

12
月
定
例
議
会

横須賀市立うわまち病院

ヨコスカ街なかミュージック

来期の議員定数を41人から40人に削減
　平成31年の改選に向けた議員定数のあり方に関しては、各交渉会派（自由
民主党、公明党、無所属みらい、研政、市政同友会）から選出された委員10
人で構成する議会制度検討会議において、平成28年から検討をしてきまし
た。（日本共産党はオブザーバー参加）
　同会議では延べ12回協議を行い、本市の人口減少を鑑みて定数の削減は
避けて通れないと判断、議会による政策立案機能向上に向けた政策形成サイ
クルが平成31年から本格稼働することなどを考慮した結果、次期改選時の
定数削減は最小限に留め、現在の41人から１人削減し、40人とすべきもの
と結論づけました。
　その後12月14日の本会議において、議員定数を削減するための議会基本
条例改正案が議会運営委員長から提出され、賛成多数で可決しました。
　これにより、来期からは次の選挙で新たに選ばれる40人の議員で市政を
チェックしていくこととなります。

木下憲司議長　逝去
平成19年に初当選され、平成
29年５月からは、本市市議会
議長として市政発展のためご
尽力してこられた木下憲司議
員（68歳）が平成31年１月11
日にご逝去されました。心よ
りご冥福をお祈りいたします。
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の
よ
う
な
取
り
組
み
を
検
討

し
て
い
る
の
か
。

答
広
報
で
の
案
内
と
医
療

機
関
へ
の
チ
ラ
シ
の
配
架
を

し
て
い
る
。
20
歳
女
性
に
は

子
宮
頸
が
ん
、
40
歳
女
性
に

は
乳
が
ん
の
無
料
ク
ー
ポ
ン

を
発
行
。
40
歳
の
方
全
員
に

個
別
の
受
診
勧
奨
を
行
い
、

再
勧
奨
も
実
施
。
精
密
検
査

未
受
診
者
に
は
翌
年
度
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
さ
ら
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問
八
王
子
市
は
ソ
ー
シ
ャ

ル
イ
ン
パ
ク
ト
ボ
ン
ド
を
導

入
し
、
受
診
率
向
上
で
実
績

を
挙
げ
て
い
る
。
本
市
で
も

導
入
を
検
討
し
て
は
い
か
が

か
。

答
八
王
子
市
が
成
果
を
挙

げ
て
い
る
こ
と
は
聞
い
て
い

る
。
本
市
で
も
是
非
研
究
し

た
い
。

問
医
師
会
の
協
力
な
し
に

は
実
現
で
き
な
い
。
こ
れ
ま

で
以
上
に
連
携
を
図
っ
て
ほ

し
い
。

答
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
強

化
し
て
い
き
た
い
。

問
木
造
住
宅
の
耐
震
化
は

進
ん
で
い
る
の
か
。

答
耐
震
化
目
標
の
達
成
は

難
し
い
。

問
経
済
的
な
理
由
で
耐
震

補
強
工
事
に
踏
み
出
せ
な
い

市
民
等
も
い
る
の
で
は
。

答
そ
れ
も
要
因
の
一
つ
。

問
申
請
し
た
市
民
等
が
工

事
費
用
の
全
額
を
施
工
業
者

に
支
払
う
必
要
が
な
く
、
初

期
費
用
の
負
担
軽
減
と
な
る

代
理
受
領
制
度
の
導
入
を
。

答
本
市
で
も
適
用
可
能
。

問
市
民
へ
の
周
知
が
大
事

で
は
。

答
そ
う
だ
。検
討
し
た
い
。

問
鉛
給
水
管
取
替
工
事
補

助
事
業
に
同
制
度
の
導
入
を
。

答
水
申
し
出
が
あ
れ
ば

対
応
す
る
。

問
久
里
浜
の
石
炭
火
力
発

電
所
建
設
計
画
に
つ
い
て
、

参
議
院
の
質
疑
で
環
境
大
臣

は
、
石
炭
火
力
に
つ
い
て
は

非
常
に
厳
し
い
姿
勢
で
臨
ん

で
い
き
た
い
と
発
言
し
た
。

国
の
姿
勢
に
つ
い
て
い
か
が

か
。答

国
が
ど
の
よ
う
な
こ
と

と
い
う
の
は
、
私
は
わ
か
ら

な
い
。
事
業
者
の
判
断
に
よ

る
も
の
だ
。

問
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
誕

生
で
在
日
米
軍
撤
退
が
現
実

味
を
帯
び
た
。
米
国
の
会
計

検
査
院
Ｇ
Ａ
Ｏ
に
よ
る
「
海

外
母
港
化
の
リ
ス
ク
を
評
価

す
べ
き
」
旨
の
勧
告
も
事
実

上
、
海
外
展
開
の
見
直
し
を

迫
っ
た
と
の
見
方
も
あ
る
。

軍
転
法
の
精
神
も
「
平
和
産

業
港
湾
都
市
の
建
設
」
だ
。

姉
妹
都
市
ブ
レ
ス
ト
市
で
は

基
地
返
還
に
備
え
た
活
用
法

を
通
常
業
務
と
し
て
検
討
し

て
き
た
。
本
市
で
も
、
か
つ

て
商
工
会
議
所
が
活
用
像
を

描
い
た
と
い
う
。「
基
地
な

き
跡
」
の
土
地
利
用
計
画
案

を
策
定
し
て
は
ど
う
か
。

答
指
摘
ど
お
り
本
市
は

「
可
能
な
限
り
の
米
軍
基
地

の
返
還
」
が
方
針
だ
が
、
現

実
的
と
な
っ
た
段
階
で
判
断

す
る
。

問
何
か
し
ら
の
備
え
は
必

要
だ
。
自
主
防
衛
で
機
能
強

化
も
あ
り
得
る
自
衛
隊
と
も

話
を
し
て
は
ど
う
か
。

答
仮
定
の
問
題
で
い
ま
答

え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

問
が
ん
検
診
や
精
密
検
査

の
受
診
率
向
上
に
向
け
、
ど

水とあるものは上下水道局長の答弁

問
全
国
初
の
特
例
子
会
社

と
地
方
自
治
体
と
の
農
福
連

携
協
定
が
ス
タ
ー
ト
し
た

が
、
市
の
具
体
的
な
取
り
組

み
は
。

答
今
は
推
移
を
見
守
っ
て

い
る
。

問
障
が
い
者
雇
用
が
ゴ
ー

ル
で
は
な
い
。
皆
が
成
果
を

上
げ
て
働
く
喜
び
を
感
じ
、

対
価
を
受
け
て
物
、
心
共
に

豊
か
な
人
生
を
送
れ
る
よ
う

自
立
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ

と
が
「
誰
も
一
人
に
さ
せ
な

い
ま
ち
」
の
姿
で
は
。

答
同
感
で
あ
る
。

問
Ｙ
Ｒ
Ｐ
と
の
農
業
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
共
同
研
究
、
県
立
保
健

福
祉
大
学
と
の
農
福
学
連
携

等
も
進
め
て
は
。

答
産
学
官
全
部
含
め
て
連

携
す
る
シ
ス
テ
ム
を
作
る
つ

も
り
で
あ
る
。

問
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
働
き

方
は
障
が
い
者
に
限
ら
ず
、

ひ
と
り
親
や
引
き
こ
も
り
の

方
々
な
ど
の
雇
用
機
会
も
創

出
で
き
る
。
農
業
以
外
の
分

野
で
も
検
討
を
進
め
て
は
。

答
来
年
か
ら
進
め
て
い
き

た
い
構
想
の
一
つ
。
ぜ
ひ
仕

組
み
を
作
り
た
い
。

全
国
初
の
農
福
連
携
協
定
の
経
過
と
展
望
に
つ
い
て

田
中
洋
次
郎  

議
員　
　
自
由
民
主
党

問
市
長
の
考
え
る
ス
ク
ー

ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
何
か
。

答
既
存
組
織
で
は
出
会

い
、
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き

な
い
方
に
そ
の
機
会
を
提
供

す
る
も
の
で
あ
る
。

問
学
校
施
設
活
用
に
当
た

り
、
管
理
体
制
は
ど
の
よ
う

に
構
築
す
る
の
か
。

答
子
ど
も
た
ち
の
安
全
面

や
教
職
員
の
多
忙
化
に
配
慮

し
、
教
育
委
員
会
と
調
整
し

検
討
す
る
。

問
何
を
も
っ
て
、
ス
ク
ー

ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
内
容
が

確
定
し
た
と
捉
え
れ
ば
よ
い

か
。答

私
自
身
も
何
を
も
っ
て

ス
ク
ー
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

完
成
か
は
わ
か
ら
な
い
。
市

民
と
一
緒
に
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

問
子
ど
も
の
放
課
後
の
居

場
所
づ
く
り
と
い
う
意
味
も

持
つ
本
事
業
に
お
い
て
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
で
地
域

の
子
ど
も
の
意
見
を
直
接
聞

く
機
会
が
必
要
で
は
な
い
か
。

ス
ク
ー
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
整
備
事
業
に
つ
い
て

加
藤
ゆ
う
す
け  

議
員　
　
無
所
属
み
ら
い

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
・
石
炭
火
力
発
電
所
計
画

井

坂

直  

議
員　
　
日
本
共
産
党

基
地
跡
地
の
活
用
法
に
つ
い
て

小

林

伸

行  

議
員　
　
研
政

が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
に
つ
い
て

渡

辺

光

一  

議
員　
　
自
由
民
主
党

※
こ
の
ほ
か
に
、
小
室
卓
重
議
員
、
藤
野
英
明
議
員
、
ね

ぎ
し
か
ず
こ
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

（
紙
面
の
都
合
上
、
質
問
記
事
は
議
員
一
人
あ
た
り
年
２

回
ま
で
の
掲
載
と
な
り
ま
す
。）

問
本
市
で
は
雨
の
日
に
幼

児
を
連
れ
て
遊
べ
る
場
が
少

な
く
、
市
外
ま
で
出
る
親
子

も
い
る
。
全
天
候
型
の
遊
び

場
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
市

長
の
認
識
を
伺
う
。

答
屋
内
施
設
は
、
愛
ら
ん

ど
を
周
知
し
て
い
く
。
全
天

候
型
の
遊
び
場
は
研
究
課
題

と
し
た
い
。
し
か
し
、
親
と

幼
児
と
一
緒
と
い
う
意
味
が

よ
く
理
解
で
き
な
い
。
雨
が

降
っ
た
ら
軒
下
で
遊
ん
だ

親
子
の
居
場
所
の
必
要
性
に
関
し
認
識
の
違
い

嘉

山

淳

平  

議
員　
　
無
所
属
み
ら
い

政策力重視の議会改革が大きく前進！
　地方議会では、幅広く住民ニーズをくみ取り、課題を抽出する
能力とその課題を解決するための政策立案能力が今まで以上に求
められています。
　横須賀市議会は、関東学院大学との包括的パートナーシップ協
定の締結による専門的知見の導入や、若い世代の声を市政に反映
するために高校生との意見交換の場も盛り込んだ議会報告会など
を開催、2017年度からは議会全体で政策課題に取り組む『政策検
討会議』を設置し「横須賀市がん克服条例」など、市民生活に密
着した政策条例を議会提案により制定しました。これら様々な議
会改革は、日本経済新聞社が全国の市町村を対象に実施した議会
活力度ランキング調査で『全国No.９』の評価をいただきました。

子宮頸がん・乳がん検診無料クーポン券

醸
成
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ポ
イ
ン
ト
が
必
要
で

あ
る
。
街
な
か
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
な
ど
で
は
、
音
楽
が
自
由

に
楽
し
め
る
場
所
の
整
備
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ポ
イ
ン
ト
を
作
っ
て
い
く
こ

と
は
非
常
に
意
義
深
い
。
そ

の
よ
う
な
場
所
を
作
り
出
す

機
運
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
。

【
↙
１
面
か
ら
の
続
き
】

問
す
べ
て
の
職
員
に
は
窓

口
に
み
え
た
市
民
の
お
困
り

ご
と
に
機
転
を
利
か
せ
て
、

わ
か
り
や
す
く
役
に
立
つ
情

報
を
伝
え
て
ほ
し
い
。

答
こ
れ
か
ら
も
必
要
な
情

報
を
察
知
し
て
お
話
す
る
よ

う
努
め
る
。

問
「
よ
か
っ
た
。
あ
り
が

と
う
。」
に
込
め
ら
れ
た
お

気
持
ち
は
。

答
職
員
に
対
し
、
感
謝
の

気
持
ち
は
言
葉
に
し
て
伝
え

よ
う
と
い
う
運
動
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
だ
。

問
横
須
賀
市
は
高
齢
化
率

が
30
％
を
超
え
、
義
足
や
装

具
費
用
の
一
部
支
給
者
は

1
0
9
2
人
。「
長
く
は
歩

け
な
い
。
途
中
で
休
め
る
よ

う
ベ
ン
チ
を
置
い
て
ほ
し

い
」
と
い
う
高
齢
者
、
障
が

い
者
の
要
望
が
あ
る
。

答
効
果
に
つ
い
て
は
実
態

把
握
、
他
都
市
の
好
事
例
の

収
集
な
ど
か
ら
研
究
を
始
め

た
い
。

市
民
本
位
の
窓
口
対
応
と「
ベ
ン
チ
の
あ
る
ま
ち
」

大

村

洋

子  

議
員　
　
日
本
共
産
党

横須賀中央駅付近にあるベンチ

り
、
滑
り
台
の
下
で
雨
を
よ

け
た
り
す
る
こ
と
は
公
園
で

は
当
た
り
前
で
、
ど
こ
ま
で

サ
ー
ビ
ス
が
広
が
っ
て
い
く

か
と
い
う
意
味
で
ぴ
ん
と
こ

な
い
。

問
そ
の
感
覚
で
は
子
育
て

世
代
は
ど
ん
ど
ん
外
へ
流
出

し
て
し
ま
う
可
能
性
が
高

い
。
年
々
子
育
て
世
代
の

ニ
ー
ズ
は
変
わ
る
た
め
柔
軟

に
対
応
す
べ
き
。

答
ハ
ー
ド
よ
り
ソ
フ
ト
が

重
要
だ
と
思
っ
て
お
り
、
他

都
市
に
ハ
ー
ド
が
あ
る
と
い

う
理
由
で
出
て
い
く
こ
と
は

理
解
で
き
な
い
。

答
同
感
で
あ
る
。
居
場
所

づ
く
り
は
非
常
に
大
き
な
要

素
で
あ
る
。
是
非
検
討
し
た

い
。



号　
平
成
30
年
度
横
須
賀
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）、
第
１
３
１
号　

文
化
会
館
条
例
等
中
改
正
に
つ
い
て
、

第
１
３
５
号　
手
数
料
条
例
中
改
正
に

つ
い
て
、
第
１
３
７
号　
産
業
交
流
プ

ラ
ザ
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

及
び
第
１
４
１
号　
公
園
水
泳
プ
ー
ル

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
は
全

会
一
致
で
、
第
１
２
９
号　
横
須
賀
市

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
設
置
条
例
制
定
に

つ
い
て
及
び
第
１
３
６
号　
都
市
公
園

条
例
中
改
正
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
、

原
案
通
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。�

（
委
員
長　
鈴
木
真
智
子
）

　
分
科
会
に
お
け
る
平
成
30
年
度
補
正

予
算
の
審
査
で
は
、
中
国
帰
国
者
等
支

援
事
業
費
に
つ
い
て
、
生
活
支
援
対
象

者
の
増
加
理
由
、
本
市
と
他
都
市
に
お

け
る
支
援
内
容
の
相
違
点
の
有
無
に
つ

い
て
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
常
任
委
員
会
で
は
、
地
方
税

法
に
掲
げ
る
寄
付
金
を
定
め
る
条
例
中

改
正
に
お
い
て
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
が
条
例
対
象
と
な
る
た
め
の
基
準
及

び
手
順
、
同
法
人
の
指
定
に
あ
た
り
市

が
市
民
協
働
審
議
会
か
ら
の
答
申
と
異

な
る
判
断
を
行
っ
た
事
例
の
有
無
、
同

法
人
が
指

定
を
受
け

た
場
合
の

デ
メ
リ
ッ
ト

な
ど
に
つ
い

て
質
疑
が
あ

り
、
採
決
の

結
果
、
全
会

　
分
科
会
で
の
平
成
30
年
度
補
正
予
算

の
審
査
で
は
、
児
童
福
祉
事
業
費
指
定

寄
附
に
よ
り
児
童
相
談
所
が
購
入
す
る

備
品
の
詳
細
、
千
代
ヶ
崎
砲
台
跡
の
便

益
施
設
設
置
に
関
し
文
化
庁
と
の
協
議

に
時
間
を
要
し
た
理
由
、（
仮
称
）
横

須
賀
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
運
営

事
業
費
に
関
し
小
学
校
給
食
施
設
の
老

朽
化
に
伴
う
改
修
経
費
も
考
慮
し
て
予

算
計
上
す
る
必
要
性
な
ど
、
多
く
の
質

疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
逸
見
小
学
校
へ
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
設
置
に
あ
た
り
制
定
す
る
横
須
賀
市

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
設
置
条
例
に
関
す

る
審
査
で
は
、
使
用
料
の
算
定
に
お
い

て
検
討
さ
れ
た
具
体
的
内
容
、
使
用
料

を
下
げ
る
た
め
に
人
件
費
を
抑
え
る
方

策
を
検
討
す
る
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て

質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
常
任
委
員
会
で
は
、
認
定
こ

ど
も
園
の
要
件
を
定
め
る
条
例
案
や
市

立
田
浦
保
育

園
の
指
定
管

理
者
を
指
定

す
る
議
案
な

ど
全
５
件
の

議
案
の
審
査

が
行
わ
れ
、

採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
市
立
う
わ
ま
ち
病
院
移
転
計
画
の
再

考
及
び
上
町
地
区
の
包
括
的
地
域
振
興

対
策
の
検
討
・
策
定
を
求
め
る
請
願
の

審
査
で
は
、３
項
目
あ
る
願
意
の
う
ち
、

う
わ
ま
ち
病
院
の
改
築
・
移
転
に
関
し

て
地
域
住
民
に
し
っ
か
り
と
説
明
し
、

よ
り
多
く
の
住
民
の
理
解
を
得
る
努
力

を
す
る
こ
と
及
び
上
町
地
区
の
包
括
的

な
地
域
振
興
対
策
を
検
討
・
策
定
す
る

こ
と
の
２
項
目
を
妥
当
と
認
め
、
賛
成

多
数
で
一
部
採
択
し
ま
し
た
。

�

（
委
員
長　
西
郷
宗
範
）

　
今
定
例
議
会
で
は
８
つ
の
議
案
に
つ

い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
と
し
て
、
議
案
第
１
３
６

号
都
市
公
園
条
例
中
改
正
に
つ
い
て

は
、
佐
原
２
丁
目
公
園
に
新
設
し
た
硬

式
野
球
場
と
駐
車
場
の
使
用
料
等
の
規

定
を
設
け
る
も
の
で
、
野
球
場
使
用
料

の
基
本
額
に
お
い
て
時
間
外
１
時
間
を

利
用
す
る
際
の
具
体
的
事
例
や
算
出
額

の
妥
当
性
な
ど
質
疑
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
４
１
号
公
園
水
泳
プ
ー
ル

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
は
、

次
年
度
か
ら
５
年
間
の
管
理
運
営
を
行

う
指
定
管
理
者
を
選
定
す
る
も
の
で
、

選
考
時
の
競

争
性
を
確
保

す
る
た
め
の

方
策
の
必
要

性
、
選
考
団

体
に
対
し
障

害
者
雇
用
に

　
平
成
30
年
度
補
正
予
算
案
の
審
査
で

は
、
法
人
市
民
税
の
確
定
申
告
で
還
付

と
な
る
場
合
の
還
付
加
算
金
の
利
率
を

見
直
す
必
要
性
、
家
屋
２
棟
の
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
の
課
税
誤
り
に
つ

い
て
家
屋
ご
と
に
還
付
額
の
内
訳
を
示

す
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
、
同
税
の
課

税
誤
り
に
係
る
還
付
加
算
金
の
金
額
及

び
利
率
、
高
度
な
専
門
知
識
や一定
年

数
の
実
務
経
験
を
有
す
る
課
税
業
務
従

事
職
員
の
確
保

に
向
け
た
人
材

育
成
の
必
要
性

な
ど
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
産
業
交
流
プ
ラ
ザ
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理

者
選
考
委
員
会
の
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
実
施
に
係
る
市
民
へ
の
周
知
方

法
、
同
選
考
委
員
会
で
審
査
す
る
評
価

項
目
に
お
け
る
市
内
事
業
者
と
市
外
事

業
者
の
配
点
基
準
の
違
い
、
評
価
項
目

に
係
る
障
害
者
及
び
男
女
共
同
参
画
へ

の
配
慮
に
つ
い
て
就
業
規
則
の
み
で
評

価
す
る
こ
と
の
妥
当
性
、
現
在
の
指
定

管
理
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
新
し
い
指
定
管

理
者
へ
引
き
継
ぐ
方
法
な
ど
、
多
く
の

補
正
予
算
を
含
む
全
議
案
を
可
決

産
業
交
流
プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
多
く
の
質
疑

予
算
決
算
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会（
分
科
会
）

補
正
予
算
、
寄
付
金
を
定
め
る
条
例
中
改
正
議
案
を
審
査

公
設
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
設
置
す
る
条
例
案
を
審
査

Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活
用
し
た
本
公
郷
改
良
ア
パ
ー
ト
建
替
工
事
始
ま
る

生
活
環
境
常
任
委
員
会（
分
科
会
）

教
育
福
祉
常
任
委
員
会（
分
科
会
）

都
市
整
備
常
任
委
員
会（
分
科
会
）

　
12
月
定
例
議
会
で
は
、
予
算
議
案
及

び
そ
の
関
連
議
案
で
あ
る
計
７
件
の
議

案
に
つ
い
て
、
４
つ
の
分
科
会
で
詳
細

な
審
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
平
成
30
年
度
横
須
賀
市
一
般

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
法
人
市

民
税
予
定
納
税
分
・
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
（
家
屋
）
の
多
額
還
付
、
中

国
帰
国
者
等
支
援
事
業
費
、（
仮
称
）

横
須
賀
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
運

営
事
業
な
ど
に
関
し
て
、
ま
た
、
都
市

公
園
条
例
中
改
正
に
つ
い
て
は
佐
原
２

丁
目
公
園
硬
式
野
球
場
使
用
料
の
基
本

額
に
お
い
て
時
間
外
１
時
間
を
利
用
す

る
際
の
具
体
的
事
例
及
び
算
出
額
の
妥

当
性
に
つ
い
て
、
公
園
水
泳
プ
ー
ル
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
は
選
考

団
体
へ
評
価
点
が
低
か
っ
た
項
目
に
対

し
て
向
上
に
向
け
た
指
導
を
行
う
考
え

の
有
無
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
12
月
12
日
に
常
任
委
員
会

を
開
き
、
各
分
科
会
委
員
長
か
ら
審
査

の
報
告
を
受
け
、

採
決
の
結
果
、

議
案
第
１
２
８

横須賀市民防災センター
「あんしんかん」

本公郷改良アパート
完成イメージ図

質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。

　
一
般
報
告

で
は
、
ル
ー

ト
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
事
業
計

画
に
つ
い
て
、

中
核
拠
点
と
な
る
（
仮
称
）
横
須
賀
市

近
代
遺
産
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
で
利

用
者
が
く
つ
ろ
ぐ
ス
ペ
ー
ス
の
場
所
、

同
セ
ン
タ
ー
を
市
内
小
中
学
校
の
社
会

見
学
と
し
て
活
用
す
る
必
要
性
な
ど
、

平
成
31
年
度
行
政
組
織
改
正
案
に
つ
い

て
は
、
行
政
管
理
課
を
廃
止
し
て
担
当

業
務
を
総
務
課
に
移
管
す
る
場
合
の
懸

念
事
項
な
ど
、
多
く
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。�

（
委
員
長　
矢
島
真
知
子
）

一
致
で
原
案
通
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
行
わ
れ
た
法
定
報
告
と
一

般
報
告
で
は
、
公
用
車
の
事
故
防
止
の

た
め
の
安
全
装
置
装
備
の
必
要
性
、
イ

ン
シ
デ
ン
ト
報
告
を
共
有
化
す
る
こ
と

に
よ
る
危
険
予
知
の
重
要
性
、
横
須
賀

新
ご
み
処
理
施
設
の
運
営
体
制
及
び
市

民
に
対
す
る
ご
み
分
別
方
法
の
周
知
手

法
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を

条
例
で
は
な
く
要
綱
で
制
定
す
る
こ
と

と
し
た
理
由
、
災
害
援
護
資
金
の
貸
付

で
滞
っ
た
償
還
金
を
市
が
訴
訟
に
よ
り

返
還
を
求
め
る
こ
と
に
対
す
る
認
識
、

ウ
ェ
ブ
上
で
の
人
権
侵
害
に
対
す
る
削

除
要
請
な
ど
市
の
積
極
的
関
与
の
必
要

性
、
あ
ん
し
ん
か
ん
閉
館
後
の
利
用
方

法
の
妥
当
性
、
浦
賀
奉
行
所
復
刻
に
際

し
積
極
的
に
補
助
金
を
獲
得
す
る
努
力

の
必
要
性
な
ど
多
く
の
質
疑
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。�

（
委
員
長　
本
石
篤
志
）

対
す
る
取
り
組
み
を
指
導
す
る
必
要
性

な
ど
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
４
０
号
土
地
の
取
得
に
つ

い
て
は
、
特
別
緑
地
保
全
地
区
内
で
建

築
等
の
行
為
を
行
う
場
合
、
市
長
の
許

可
が
必
要
で
す
が
、
緑
地
の
保
全
上
支

障
が
あ
る
た
め
不
許
可
処
分
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
土
地
所
有
者
か
ら

買
入
申
出
が
あ
っ
た
た
め
、
都
市
緑
地

法
に
基
づ
き
買
い
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
委
員
会
で
は
、
今
後
の
同
地
区
の

土
地
買
入
れ
見
込
み
及
び
国
庫
補
助
の

認
証
状
況
な
ど
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
案
第
１
４
４
号
本
公
郷
改

良
ア
パ
ー
ト
建
替
事
業
特
定
事
業
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活
用

し
た
こ
と
に
よ
る
事
業
効
果
や
工
事
中

の
周
辺
地
域
住
民
へ
の
配
慮
、
福
祉
Ｎ

Ｐ
Ｏ
拠
点
整
備
に
お
け
る
福
祉
部
と
の

連
携
の
必
要
性
な
ど
の
質
疑
が
あ
り
ま
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よこすか市議会だより平成31年（2019年）2月13日 第31号（4）

「よこすか市議会だより」は109,350部製作し、1部当たりの印刷経費は5.0円です。 よこすか市議会だよりは、紙へのリサイクルに適した材料〔Aランク〕のみを用いて製作しています。

平 成 30 年 12 月 定 例 議 会 審 議 結 果
○は賛成、×は反対

議
案
番
号

賛否が分かれた議案
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129 横須賀市放課後児童クラブ設置条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

130 認定こども園の要件を定める条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

136 都市公園条例中改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

140 土地の取得について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

144 本公郷改良アパート建替事業特定事業契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議員提出
２ 横須賀市議会基本条例中改正について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

＊その他議案及び諮問18件については、全会一致で可決、同意または異議ない旨回答しました。詳細は市議会ホームページにも掲載してありますので、ご覧ください。
＊議長は、議事を取り仕切る立場から、採決に加わりません。

＊�審査終了とは、委員の意見が一致しないなど委員会としての結論が出せずに審査を終えた場合を言います。

件　　名 結　果

請願 市立うわまち病院移転計画の再考及び上町地区の包括的地域振興
対策の検討・策定について 一部採択

陳情

臓器移植の環境整備を求める意見書の提出について 審査終了

安全・安心の医療・介護の実現及び夜勤交代制労働の改善を求め
る意見書の提出について 審査終了

介護従事者の労働環境改善及び処遇改善の実現を求める意見書の
提出について 審査終了

県への私学助成の拡充を求める意見書の提出について 審査終了

後期高齢者の医療費窓口負担見直しの中止及び原則１割負担の継
続を求める意見書の提出について 審査終了

請願・陳情

編集後記
　この市議会だよりも年４回の発行と
なって３年が経過しました。私たち広報
広聴会議のメンバーは、議会の内容をい
かにわかりやすく、タイムリーにお伝え
できるかを念頭に、時には熱い議論を交
えながら紙面の構成や表現等について真
剣に検討して参りました。これからも皆
さんにご愛読いただけるよう、更なる紙
面の向上を目指し、より充実した内容を
お伝えするよう努力して参ります。

＊時間の記載がないものは10時開会です。
＊特別委員会については、日程が追加される場合があります。
＊最新の情報は市議会ホームページか議事課でご確認ください。

３ 月 定 例 議 会 の お 知 ら せ
開催日 会議名

２月18日（月）
議会運営委員会
本会議（午後２時）
予算決算常任委員会（本会議終了後）

２月19日（火）教育福祉常任委員会（予算決算分科会）都市整備常任委員会（予算決算分科会）

２月20日（水）総務常任委員会（予算決算分科会）生活環境常任委員会（予算決算分科会）
２月21日（木） （予備日）

２月22日（金）予算決算常任委員会理事会予算決算常任委員会（午前11時）
２月25日（月）議会運営委員会
２月26日（火）本会議
２月27日（水）本会議

２月28日（木）本会議予算決算常任委員会（本会議終了後）
３月�１日（金） （予備日）
３月�４日（月）ＦＭ戦略プラン審査特別委員会
３月�５日（火） （予備日）

３月�６日（水）教育福祉常任委員会（予算決算分科会）都市整備常任委員会（予算決算分科会）

３月�７日（木）総務常任委員会（予算決算分科会）生活環境常任委員会（予算決算分科会）

３月�８日（金）教育福祉常任委員会（予算決算分科会）都市整備常任委員会（予算決算分科会）
３月11日（月） （午後予備日）

３月12日（火）総務常任委員会（予算決算分科会）生活環境常任委員会（予算決算分科会）

３月13日（水）教育福祉常任委員会（予算決算分科会）都市整備常任委員会（予算決算分科会）

３月14日（木）総務常任委員会（予算決算分科会）生活環境常任委員会（予算決算分科会）

３月15日（金）教育福祉常任委員会（予算決算分科会）都市整備常任委員会（予算決算分科会）

３月18日（月）総務常任委員会（予算決算分科会）生活環境常任委員会（予算決算分科会）
３月19日（火） （午後予備日）
３月20日（水） （午後予備日）

３月25日（月）予算決算常任委員会理事会予算決算常任委員会（午前11時）
３月26日（火） （予備日）

３月27日（水）議会運営委員会本会議（午後２時）

【会派所属議員名】平成30年12月14日現在
自由民主党　�田辺昭人　大野忠之　青木哲正　青木秀介　木下憲司（議長）　松岡和行　

渡辺光一　西郷宗範　南まさみ　井口一彦　田中洋次郎

公 明 党　�板橋　衛　鈴木真智子　土田弘之宣　石山　満　関沢敏行　本石篤志　�
二見英一

無所属みらい　��永井真人　嘉山淳平　矢島真知子　葉山　直　小幡沙央里　加藤ゆうすけ
研　　　　政　�伊関功滋　長谷川昇　小林伸行　髙橋英昭　角井　基
市政同友会　�伊藤順一　伊東雅之　加藤眞道　杉田　惺　山口道夫
日本共産党　�大村洋子　ねぎしかずこ　井坂　直

議会を
傍聴して
みませんか

　本会議や委員会は、誰でも傍聴することができます。
　傍聴は、市議会の活動を身近に感じていただける機会です。
　定例議会の日程をご覧いただき、ぜひ、お越しください。
　（詳しくは、市議会事務局へお問い合わせください。）


